
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・朝の時間の算数学習時間である
「スギ二タイム」「算達タイム」の
設定。
・読解力を高めるための時間である
「杉二よむYOMUタイム」の設定。
・家庭への学習時間の充実、望まし
い生活習慣を啓発する「スギニGM
キャンペーン」の実施。

・４・５年生江戸川区学力
定着度調査平均７5％以
上。
・２年生・３年生・６年生
東京ベーシックドリル平均
75％以上。

65% 65% B

・江戸川区学力定着度調査、東京ベー
シックドリルの結果は数値目標に到達し
ていなかった。
・目標達成のために「スギニタム」や
「算達タイム」等の活動の内容の見直し
を図り、取組を改善している。
・杉二よむYOMUタイムは児童の実態に
応じた実施の仕方を検討していく必要が
ある。

B B

・「算達タイム」で九九の達成度を個別
に確認し、声掛けをすることで児童の学
習状況を把握し、意欲を喚起できた。
・「スギニGMキャンペーン」は去年ま
では、生活習慣の確認を目的としていた
が、家庭学習と合わせたことは望ましい
学習習慣の形成に効果的であった。
・東京ベーシックドリルは、２年生・３
年生で平均８０％以上を達成できた。

B

・EDOスクの取組や使った教材がと
てもよく、学力を高めるためのよい
時間となっている。
・スギ二GMキャンペーンの推奨学
習時間等の定義を明確にすることが
必要である。
・文を書く力を高めるためにも、書
く時間を増やす必要がある。

・「算達タイム」では、個の学
習状況に応じたプリントを活用
し、解き方のポイントを理解で
きるようにすることで自ら進ん
で取り組めるようにする。
・「スギニGMキャンペーン」で
は、保護者がコメントを記入す
る欄を設け、家庭との連携をよ
り一層図る。

・年間５回の研究授業や校内研修を
行うことによる教師の指導力の向
上。
・年間１０回の若手研修を行い、若
手教員の指導力・学校運営貢献力の
向上。

・12月に行う児童アン
ケート「授業が分かるか」
「授業が楽しいか」の結
果、肯定的回答80％以
上。

70% 80% B

・１学期中に主幹教諭と主任教諭による
師範授業を行い、教師の指導力向上に向
けた取り組みを充実させている。国語
部、算数部、道徳部、体育部の４部会そ
れぞれで教科への理解を深めるべく研究
を行っている。

B B

・師範授業に加え、４回の教科部会ごと
の研究授業をしたことで、学年以外の先
生と教科理解のための研究ができてよ
かった。
・国語・算数・道徳・体育で研究授業を
行った。来年度は一つの教科に絞った方
がよい。

B

・子供たちは毎日楽しく授業に参加
できている。今後も授業の内容を充
実させてほしい。

・次年度も引き続き、研究授業
と幅広い研修を行い、授業力向
上を目指す。

・週２回の朝読書の実施。
・２つの多読賞の設定。（3年生～6
年生１万ページ・全学年６０冊）
・月１回の図書ボランティアによる
読み聞かせ。

・多読賞の受賞者100名
以上。
・校内アンケート「読書が
好きです」への肯定的意見
が全校児童の70％以上。

75% 80% B

・朝読書の取組の徹底や図書ボランティ
アとの連携を充実させることで、読書科
のさらなる充実を図っている。
・多読賞に向けた取組には担任の声掛け
が重要であると感じている。

B A

・多読賞の受賞者は3学期末には100名
を越える見込みである。
・読み聞かせが増えることは、様々な本
に親しむためのきっかけとなった。
・学級置きの図書の入れ替えが早まり、
児童は様々な本を読むことができた。

A

・読書習慣の定着を図るための取組
はとてもよい。
・学校公開で図書ボランティアの活
動を公開したことで図書の活動を多
くの保護者に周知できた。

・次年度も引き続き、多読賞を
実施する。また、公開時のPTA
による読み聞かせを継続的に行
うことで、今年度の数値目標と
同様かそれを越えられるように
する。

・校内研究として、江戸川区体育部
と連携しての体力を向上させる運動
遊びの実技研修を実施。
・持久走記録会に向けて、年間２０
回の朝マラソン、２週間程度のマラ
ソン週間の実施。

・体力テストの男女全ての
領域で東京都の平均、もし
くはそれを超える数値の達
成。

70% 85% B

・体力テストの結果、各学年男女合わせ
９６種目のうち東京都の平均を越えたの
は４４種目であった。総合得点での平均
越えは５０％であった。取り組みの成果
が見られる。 A A

・マラソン大会を土手で実施することに
より朝マラソンや授業内での体力向上に
向けた取組への児童の意識が高まった。
・体力テストの「長座」「握力」に課題
がある。体力は向上傾向にあるので家庭
との連携を進める必要がある。

A

・令和６年度と比べて体力が向上し
ていることが分かった。学校の取組
についても保護者会で知ることがで
きた。

・体力テストに向けた、運動の
行い方や正しい測定方法のため
の研修を充実させる。
・家庭に体力向上のための取組
について周知し、家庭と連携し
て取り組む。

・学期に1回のなわ跳びウィークの実
施。
・なわ跳びの技を紹介する機会の設
定。
・スモールステップでなわ跳びを進
めるためのなわ跳びカードの作成。

・なわとびカード上級達成
児童５０人以上。

65% 65% B

・１学期に第１回のなわ跳びウィークを
行った。教師と児童が共になわ跳びの活
動に取り組むことでなわ跳びへの関心を
高めることができた。児童の技能や意欲
ががより一層高まるよう指導をする。
・児童の様子や実施状況に合わせてカー
ドを見直していくとよい。

B B

・教師が全校児童になわ跳びの技や技能
のポイントを紹介する、なわとび集会を
実施した。また、６年生で、上級を達成
した児童の表彰を行い、なわ跳びの技を
披露する機会を設けた。
・技能が向上するように、全校一斉全員
で行う機会を設定する必要がある。

B

・短なわだけでなく大なわのキャン
ペーンも追加してもよいのではない
か。

・体育朝会を実施し、なわ跳び
の技能向上のための正しいポイ
ントを児童に周知する。
・朝の時間を活用してのなわ跳
びチャレンジウィークの児童全
員による確実な実施を徹底す
る。

・スケート教室の実施。
・ボッチャ体験の実施。
・区体育大会の様子を知らせること
による陸上競技への興味の喚起。

・校内アンケート「運動は
好きですか」への肯定的意
見90％以上。

85% 85% A

・水泳の授業実施回数を増やすために、
５月中旬から水泳授業を実施した。全て
の学年で１０時間以上の授業時間を確保
し、水泳の技能を高め、運動への愛好的
な態度を高めた。

B A

・陸上大会に向けた練習に職員全体で取
り組むことで、教材理解が高まった。
・プロサッカーチームとの交流や競技場
見学もでき、児童に運動への多様な経験
を積ませることができた。

A

・水泳・マラソン・なわ跳びの学校
での取組がきっかけとなり、休み時
間や放課後の運動習慣の確立につな
がった。

・水泳学習の早期実施・マラソ
ン大会に向けた朝マラソンや土
手でのマラソン練習・プロス
ポーツ選手との交流等の今年度
実施した取組を継続して行う。

・区役所の方と未来の江戸川区につ
いて考える活動の実施。
・ふれあいウェンズディの実施。
・見守り隊の実施。
・6年生による議場見学の実施。

・地域人材の授業もしく
は、外部団体による授業を
各学年年間２回程度行う。

85% 85% A

・月に１回のふれあいウェンズデー、週
に１回程度の見守り隊を実施する等、積
極的に地域の人と関わる時間を設定し
た。また、児童は盆踊り講師、子供未来
館の指導者等、様々な人と関わる機会を
楽しんでいる様子だった。

A A

・地域人材・外部団体の授業を各学年2
回以上行い数値目標を達成できた。
・周年の集会等で本校のOBと児童が関わ
る場を設けた。５０周年記念講演で佐藤
喜和先生の熊の生態の話を聞くことで児
童は研究への関心を高めた。

A

・ふれあいウェンズデイで教わった
遊びを家でもやっている。望ましい
関わりが増えていて、とてもよい取
組だと感じる。

・今年度関わった地域や外部団
体との関わりを継続して行う。
また、学習のねらいを教員が把
握し、指導を行い、振り返りも
確実に行えるようにする。

・ALTと英語講師で行う外国語及び
外国語活動の充実。
・外国人講師と一日を過ごす、イン
グリッシュキャラバンの実施。

・校内アンケート「英語の
学習は好きですか」への肯
定的意見80％以上。

70% 70% B

・５・６年生で週２回、３・４年生で週
１回の英語講師による英語の授業を実施
した。また、週１回はALTと関わる機会
を設定し、児童が英語と親しめるように
した。

B A

・ALTとの交流に児童は意欲的に取り組
んでいる。１年生から英語に親しむ環境
はとても良いと感じる。

B

・ネイティブのとの関わりを充実さ
せると外国語活動がもっと充実した
ものになると思う。

・次年度はTOKYO GLOBAL
GATEWAY(TGG)に４年生が参
加し、ネイティブとの関わりを
充実させる。

・地域の人と関わることは児童の教
育にとってとてもよい。今後も多く
の人と関わってほしい。PTAも、ぜ
ひ関わっていきたい。

〇英語と親しむ機会の
充実

・英語は今後ますます必要となる。
そのためにALTの先生と関わる時間
はこれからも増やしていってほし
い。

・水泳の早期実施は猛暑の影響を考
えるととてもよい取組であった。今
後も気候等を考えた改善をする必要
がある。

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

〇読書科の更なる充実 ・図書ボランティアが読み聞かせや
図書室の飾りつけを行っていること
で児童が本に親しむ環境づくりがで
きている。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

・家庭への学習時間の充実、望まし
い生活習慣を啓発する「スギニGM
キャンペーン」の実施は価値のある
活動である。学習習慣をつけること
が学力向上につながると思う。

・研究授業をすることや若手の先生
の研修をすることは、教師の指導力
の向上につながる。学校全体で力を
入れて取り組む必要があると感じて
いる。

・「誰一人取り残さな
いための学力向上に向
けたアクションプラ
ン」の実施・改善や
EDOスクの実施などに
よる指導の充実と教師
の授業力の向上

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

・体力向上に向けた取組は体育の授
業だけだなく、休み時間にもしたほ
うがよい。子供たちは休み時間に校
庭でよく遊んでいるので体力向上が
できてると思う。

〇なわ跳びチャレンジ
を通しての児童の基礎
体力向上に向けた取組
の充実

・なわ跳びの取組自体はよい。今後
は、児童の技能を向上させられるよ
うに先生方に指導・支援をしてほし
い。

令和7年度　江戸川区立大杉第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○東京都及び江戸川区教育委員会の目標、方針を受け、新しい教育、新しい時代に合った「笑顔にあふれ、活力ある」学校を目指す。
○進んで学習に取り組み、学びの楽しさを味わうことのできる子。豊かな人間関係をつくり、安心した学校生活を送ることができる子。
○互いに認め合い、協力し合う教職員集団。家庭や地域との連携を図り、教育活動の向上に努める教職員集団。教育公務員としての職務を自覚
し、子供、保護者地域から信頼される教職員。

○　よく考え　すすんで学ぶ子
○　思いやりのある子
○　明るく　元気な子

「学校大好き、先生大好き、友達大好き」
豊かな心、確かな学力、一人一人が輝く杉二の子

国語科の研究を中心とした学力向上に向けた取組の成果が見られた。全国学力・学習状況調査の結
果、６年生では国語でA層児童が16.4％、算数で7.７％増えた。また、体力向上に向けた取組は
なわ跳びチャレンジウィークや体育大会に向けた朝練習等を始め、充実させることができた。

「江戸川区学力調査」の結果、３・４・５年生の国語・算数における基礎基本の定着が十分でないことが分かった。現在の学
力向上の取組に加え、さらなる取組を考える必要がある。また、体力向上のための取組を充実させたことで、児童はよく遊
び、体を動かしているものの成果が数値として表れていない。引き続き、体力向上に向けた取組を充実させる必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

前年度までの本校の現
状

〇多様な運動経験をさ
せ、児童の運動への愛
好的な態度を高める。

学
力
の
向
上

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇地域や外部団体とか
かわる教育活動の推進

体
力
の
向
上



成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和7年度　江戸川区立大杉第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○東京都及び江戸川区教育委員会の目標、方針を受け、新しい教育、新しい時代に合った「笑顔にあふれ、活力ある」学校を目指す。
○進んで学習に取り組み、学びの楽しさを味わうことのできる子。豊かな人間関係をつくり、安心した学校生活を送ることができる子。
○互いに認め合い、協力し合う教職員集団。家庭や地域との連携を図り、教育活動の向上に努める教職員集団。教育公務員としての職務を自覚
し、子供、保護者地域から信頼される教職員。

○　よく考え　すすんで学ぶ子
○　思いやりのある子
○　明るく　元気な子

「学校大好き、先生大好き、友達大好き」
豊かな心、確かな学力、一人一人が輝く杉二の子

国語科の研究を中心とした学力向上に向けた取組の成果が見られた。全国学力・学習状況調査の結
果、６年生では国語でA層児童が16.4％、算数で7.７％増えた。また、体力向上に向けた取組は
なわ跳びチャレンジウィークや体育大会に向けた朝練習等を始め、充実させることができた。

「江戸川区学力調査」の結果、３・４・５年生の国語・算数における基礎基本の定着が十分でないことが分かった。現在の学
力向上の取組に加え、さらなる取組を考える必要がある。また、体力向上のための取組を充実させたことで、児童はよく遊
び、体を動かしているものの成果が数値として表れていない。引き続き、体力向上に向けた取組を充実させる必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

前年度までの本校の現
状

・年間指導計画に基づいた交流及び
共同学習の実施。

・学期に１回以上の副籍交
流の実施、及び副籍交流の
情報発信。 75% 80% B

鹿本学園の児童との、読み聞かせでの交
流を行い、活動内容を充実させている。

B B

・学期に１回程度、副籍交流を確実に実
施できた。

B

・鹿本学園の児童との交流を通し
て、様々な個性がある子と関わる機
会を設定できた。

・鹿本学園の児童との交流を継
続する。実施している授業内容
等を保護者に積極的に周知す
る。

〇副籍交流、共同学習
の実施

・副籍交流は共生社会実現に向けて
大切である。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進



成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和7年度　江戸川区立大杉第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

○東京都及び江戸川区教育委員会の目標、方針を受け、新しい教育、新しい時代に合った「笑顔にあふれ、活力ある」学校を目指す。
○進んで学習に取り組み、学びの楽しさを味わうことのできる子。豊かな人間関係をつくり、安心した学校生活を送ることができる子。
○互いに認め合い、協力し合う教職員集団。家庭や地域との連携を図り、教育活動の向上に努める教職員集団。教育公務員としての職務を自覚
し、子供、保護者地域から信頼される教職員。

○　よく考え　すすんで学ぶ子
○　思いやりのある子
○　明るく　元気な子

「学校大好き、先生大好き、友達大好き」
豊かな心、確かな学力、一人一人が輝く杉二の子

国語科の研究を中心とした学力向上に向けた取組の成果が見られた。全国学力・学習状況調査の結
果、６年生では国語でA層児童が16.4％、算数で7.７％増えた。また、体力向上に向けた取組は
なわ跳びチャレンジウィークや体育大会に向けた朝練習等を始め、充実させることができた。

「江戸川区学力調査」の結果、３・４・５年生の国語・算数における基礎基本の定着が十分でないことが分かった。現在の学
力向上の取組に加え、さらなる取組を考える必要がある。また、体力向上のための取組を充実させたことで、児童はよく遊
び、体を動かしているものの成果が数値として表れていない。引き続き、体力向上に向けた取組を充実させる必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

前年度までの本校の現
状

・委員会活動や係・当番活動、異学
年交流などの充実。
・長期休業前に生活指導劇を代表委
員会が主体となって行うなど、安全
で健康的な生活に向けた啓発活動の
推進。

・年間６回のなかよし班活
動の実施。
・年間１０回程度の児童集
会の実施。 70% 70% B

・本校児童の多くが係活動に意欲的であ
り、すすんで仕事を行っている。
・時期や起きた出来事に応じた生活指導
ができている。小松川警察による万引き
の講話等は非常によかった。

B A

・年間６回のなかよし班活動・年間１０
回の児童集会は確実に実施できた。ま
た、体育的行事の集会を追加することや
児童の課題に応じた児童集会を適宜追加
することで、活動を推進できた。

A

・子供たちはなかよし班活動を楽し
みにしている様子なので、今後の活
動に期待している。

・なかよし班活動の充実を図る
ために、今年度以上に実施時間
を長くする。また、教員と児童
との打合せ時間を確実に設定す
ることで、豊かな心を育成でき
るようにする。

・L－Gateでの児童の実態把握に基
づいた指導の推進。

・L－Gateにおける日々
のアンケート、その日の気
分が、「良い」「とても良
い」６０％以上。 70% 70% B

・L－Gateの習慣は身に付き、毎日、確
実に実施できている。やらされているだ
けの児童もいるので、アンケートの意味
を再度、周知する必要がある。 B B

・L-Gateの実施の成果や課題について話
し合い、活用の在り方について見直しを
行い、効果的な活用に向けた改善を図る
ことができた。また、毎日の確実な実施
を促進するため、朝の校内放送において
L-Gateの活用を呼びかけている。

B

・LーGateで友人関係を把握し、ト
ラブルへの対応をすることに感謝し
ている。来年度以降も継続してほし
い。

・L-Gateの実施時間を明確に
し、教員・児童で共通理解する
ことで、実施率の向上を目指
す。

・ワンステップルームの保護者への
理解啓発。
・ワンステップルーム活用の推進。
・ワンステップルームを活用しての
対象者と担任の面談や登校意欲を喚
起する取組の充実。

・対象者にワンステップ
ルーム登校を推進すること
で、学校、他機関と関わっ
ていない児童０を目指す。 75% 80% A

・ワンステップルームができることで不
登校傾向の児童と学級をつなぐことがで
きるようになった。
・ワンステップルームの先生と指導内容
について打ち合わせる時間がつくれる
と、きめ細かい指導ができる。

B A

・ワンステップルームの活用の推進によ
り、学校・他機関と関わっていない児童
を０にすることができた。
・不登校傾向の児童がワンステップルー
ムの支援によって登校できるようになっ
た。

B

・ワンステップルームでの活動が分
かるように情報を提供してほしい。

・ワンステップルームでの取組
は継続して行い、保護者にどの
ような教育活動を行っているか
についてこれまで以上に伝えて
いく。

・スクールカウンセラーとの連携強
化。
・スクールカウンセラーによる５年
生全員面談。
・担任による全員面談の推奨。

・SCと関連する児童の情
報共有を確実に行う。
・年間３回のいじめアン
ケートの実施。 90% 90% A

・スクールカウンセラーとの全員面談と
情報共有を通して、児童の実態を適切に
把握することができた。
・いじめアンケートとそれに伴う面談は
各担任と一人一人の児童とがじっくり話
す機会となった。

A A

・年間３回のいじめアンケートを確実に
実施した。また、アンケートを受け、全
学年で面談を行うことで、いじめの早期
発見と対応を行うことができた。
・５年生児童とSCの全員面談を行うこと
は児童理解にとって大切であった。

A

・学校でアンケートや、いじめの対
応をしてくれていることに感謝して
いる。
・学校はいじめ対策に特に留意して
いる様子がうかがえる。

・スクールカウンセラーによる
５年生との全員面談の実施を継
続する。
・年間３回のいじめアンケート
とその後の聞き取りを確実に実
施していく。

・学校ホームページの頻繁な更新。
・学校要覧の内容変更。

・１日１回のホームページ
の更新の実施。
・６月中に学校要覧の内容
を改善。 80% 85% A

・ホームページは情報担当を中心に見や
すく改善している。また、学校日記も
日々更新している。

A A

・学校全体の取組として、１日１回の
ホームページの更新はできた。
・大きな行事ごとに頻繁にホームページ
が更新することができて保護者からも好
評であった。
・学年間で更新の頻度に差があった。

A

・ホームページで学校の活動が知る
ことができて嬉しい。
・ホームページで公開している学校
日記を楽しみにしている。

・１日１回のHP更新を継続して
行う。
・HP更新の担当学年を明確に
し、学年による更新頻度を平均
化していく。

・児童、保護者、地域、教職員への
アンケート調査の実施。

・学期に１回行う、学校評
議員会での学校関係者評価
の実施。

70% 70% B

・ICTを活用して、アンケートができるよ
うになり、集約が容易になった。年間２
回の教員アンケートにより、評価が詳細
になり、変容も見とれるようになった。 B B

・ICTを活用することで、行事ごとの保護
者アンケートの集約が容易にできるよう
になり、見やすく整理し、短期間で教員
に周知することができるようになった。 B

・スマートフォン・タブレットで回
答できるので、短い時間で取り組め
るようになった。

・ICT機器を活用してのアンケー
トを継続して行う。
・今年度の結果を受けて、質問
内容を精選していく。

・学校便り、学年便り等の印刷物の
Tetoruでの配信。

・月に１回のTetoruで配
信の確実な実施。

80% 85% A

・学校便り・学年便り等の印刷物は
Tetoruでの配信にほぼ移行できた。
・緊急の情報提供にもTetoruを活用し、
大雨の際の引き取りの時にも活用した。 B A

・学校から配信する手紙・お知らせを
tetoruで配信するようにした。また、各
種行事のアンケートはformsで行うよう
にすることで、保護者が学校からの通知
を受けやすいようにできた。

A

・tetoruでの配信になって、学校か
らの通知が確実に伝わるようになっ
た。
・様々な通知をペーパーレスにして
もらいたい。

・引き続きペーパーレス化を進
めるためにも、保護者への通知
にはtetoruを活用するようにす
る。

・ヤゴトープづくりの実施。
・ヤゴ救出作戦。
・ふれあい給食の実施。
・なかよし班活動の実施。

児童アンケート「地域の人
と関わりながら学習するこ
とは好きですか？」に対す
る肯定的意見８０％以上。 90% 90% A

・ヤゴ救出作戦やヤゴトープ作りは子供
未来館の方の支援を受けながら実施でき
た。また、児童だけでなく教員も未来館
に学びに行く活動を通し、多くの人と関
わる教育が推進できている。

A A

・ヤゴトープ・救出作戦が特色のある活
動として定着している。今後も続けた
い。
・なかよし班活動の時間が短かった。ま
た、教員と６年生が打合せをする時間を
確保する必要がある。

A

・家庭で経験させられない活動もあ
るので学校で行ってもらえることに
感謝をしている。
・様々な環境に触れ合える体験がで
きるのは貴重なことである。

・今年度の取組を継続して行
う。教員は取組のねらいを把握
し、児童が人と環境と関わるこ
との大切さに気付けるように振
り返り等の指導を確実に行う。

・花いっぱい作戦の実施。
・学校周辺、公園、新中川の河川敷
などでのボランティア清掃の実施
（全学年）。

・児童アンケート「自然を
大切にすることができてい
ますか？」に対する肯定的
回答８０％以上。 90% 90% A

・４年生・５年生でボランティア清掃を
実施した。花いっぱい活動も例年通り実
施し、児童のSDGｓへの意識を高める活
動ができている。 A A

・新中川土手や公園でボランティ清掃を
全ての学年で実施した。また、花いっぱ
い大作戦も実施し、地域の人と交流でき
た。 A

・花いっぱい大作戦の活動を知って
から町の中でみつけると嬉しい気持
ちになる。
・清掃活動は継続してできるとよ
い。

・清掃活動の目的を児童に確実
に伝え、掃除をするとともに公
園や町をきれいにしようとする
心を育む指導を行るようにす
る。

・月１回の定時退勤日の設定。 ・残業時間50時間以下の
教員達成率100％。 60% 60% B

・９月現在数値目標が達成できた月はな
い。引き続き改善する必要がある。 B B

・昨年度に比べ、残業時間の総時間は
減ったが、数値目標は達成していない。 B

・引き続き働き方改革を推進してほ
しい。

・毎月の残業時間の周知を行い
状況を自覚できるようにする。

・なかよし班活動や児童集会は高学
年が責任をもつために大切である。
引き続き取り組んでほしい。

L－Gateの活用 ・L－Gateで児童の実態把握を毎日
行う活動はいじめや不登校への対策
として効果的である。

〇不登校傾向の児童の
ためのワンステップ
ルームの活用促進

・ワンステップルームを設置するこ
とで、学校に来ることができる児童
が増えたのはよいことである。

・働き方改革は今後も推進したほう
がよい。

〇教育相談の強化 ・SCとの全員面談やいじめアンケー
トは児童のことを教師が知るために
も大切なことである。

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

・ホームページは日々更新されてい
て、学校から発信されている日記を
見ることを楽しみにしている。

〇学校関係者評価の充
実

・昨年度から、スマートフォンやタ
ブレット端末で回答できるようにな
り、便利になった。

・印刷物を減らすことは環境にも配
慮がありよいことだと思う。

〇人と環境と関わる教
育の推進

・ヤゴトープづくりやヤゴ救出作戦
といった、自然と関わる機会をつく
ることは児童にとってよい経験にな
る。

〇SDGｓを意識した学
習単元の充実

・ボランティア清掃等の活動をもっ
と広めて、地域に貢献してほしいと
思う、
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〇働き方改革の推進

〇Tetoruを活用しての
保護者への情報発信推
進

〇豊かな心の育成


